
2016 年度 自己評価結果公表シート 

                                              平安女学院大学附属幼稚園 

1、 本園の教育目標 

キリスト教の愛の精神を教育の基本に据え、「自分のことばかりでなく他人のことも考えることのできる子

ども」を目標にしています 

① 自然とたくさん触れ合うなかで、子どもが自分の力で考え、心を動かし、探求し、判断し、想像力や創造

力をもっていきいきと活動する 

② いろいろな人と一緒に過ごすなかで、自分と友だちや他の人々との違いを認めるとともに、信頼を持って

ともに生活する 

③ 絵本とたくさん触れ合うことで、豊かな感性をはぐくむ 

 

2、本年度、重点的に取り組む目標・計画 

・一人ひとりの子どもが園生活を楽しみために、日々の保育や行事のねらい及び内容を、教育目標にもとづ

いて確認し合い作成する 

・大学教員と実践研究を継続し、子どもの発達理解に活かす 

・園周辺の豊かな自然環境を取り入れ、保育に活用する 

 

3、 評価項目の達成及び取組状況 

      評 価 項 目           取 組 状 況 

子どもの遊びを多角的な視点でとらえ、

保育の内容を深める 

 

 

多角的また客観的に遊びを捉えるために、各クラス一台ずつ記録

用カメラを常置し、記録を取る。その記録をもとに、保育内容を

検討する。 

個別支援の必要な子どもたちが、過ごし

やすいような保育環境を整える 

 

 

・子どもの思いに添って、安心して過ごすことのできる空間を作

る。 

・子どもが無理なく過ごせるように、園外行事で使用する場所に

ついて検討した。 

子育て支援の充実を図る 

 

 

・未就園児親子登園クラスの受け入れ人数を増やした。 

・のびのびと遊ぶことができるよう、保育室の改装を行った。 

危機管理、安全管理を充実させる 

 

・保護者の使用する駐車場が未舗装であったので、安全に使用す

るため整備した。 

・園児の交通安全に対する意識を高めるため、交通安全教室を実

施した。 

 

4、 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

・保育内容を多角的に捉え、話し合いを重ねることにより、子どもたちが安心できる環境を作ることができ

た。 

・未就園児親子登園クラスの受け入れを増やしたことで、地域の子育て支援の一端を担うことができた。 

 

 

 



５、今後取り組むべき課題 

課   題 具体的な取り組み方法 

積極的な地域とのつながりを持つ ・保育体験の中学生を受け入れる 

・郵便局等身近な人々の働きを知る機会を持つ 

各行事の内容を、安全性の観点から見

直す 

・行事の内容が、子どもの発達及び興味・関心に適したものである

かどうかを再考する 

・飲食を伴う行事については、周辺の状況も鑑みて内容を検討する 

 

６、学校関係者の評価 

【保育について】 

・子どもの意思を尊重し、個性を理解して、一人ひとりに合った保育を実践されている。 

・やりたいこと、興味のある場所を自由にのびのび、じっくりと取り組むことができるよう、見守ってくだ

さると共に、更に視野を拡げられるようなサポートをもしてくださる。 

・様々な発達段階の子どもたちが交わって幼稚園生活を送ることができる。 

・保護者がいつでも子どもの様子を見に行くことができ、開かれた保育が行われている。 

・自然豊かな園内（観察林、広い園庭、グラウンド、プール）において、四季を感じられる遊びができる。 

・3000冊を超えるたくさんの絵本があり、普段から親しむことができる 

【教員の資質について】 

・どの先生も、愛にあふれた優しい笑顔で、子どもたちを大切に接してくださっていることが伝わるため、

安心して預けられる。 

・すべての先生方が一人ひとりの子どもの状況を理解してくださっており、保護者の相談にも親身になって

聴いてくださる。 

・経験豊富な先生が多くおられる 

【行事について】 

・どの行事も子ども達が主体となり、意思を尊重し、成長に合わせてすすめてくださる。 

・親子で一緒に参加し、触れ合える行事が多い。 

・季節ごとの行事が沢山あり、子どもたちが楽しんでいる。 

【その他】 

・駐車場が舗装され、使いやすくなった 

【改善してほしいこと】 

・進級など環境が変わり、持ち物や所定位置を変更する際、早めに連絡が欲しい。（例えば、年少から年中

になる時、クラスから着替えロッカーがなくなり、廊下に下げるお着換え袋が必要なことを知らなかった） 

・大雨や洪水等の気象警報発令時の対処が、都度変更になることがあるが、すでに出勤準備をしている保護

者も多くなり、連絡網では時間が掛かってしまう。（可能であれば、一斉メール配信になれば） 

・大学の附属幼稚園なので、大学の先生から何か教わったり（英語・茶道など）、もっと学生の方々と関わ

る時間があると良い。 

・生活発表会が自分のカメラで撮れなくなった、業者の DVD も良かったが、自分の子どもはやはりアップで

撮りたかった。 

・お弁当を作らなくてもよい日が欲しい。 

・手洗い場が冷水しか出ないので、冬になると手を洗いたがらない子がいる。温水が出るようにして欲しい。 

 

７、財務状況 

公認会計士による監査の結果、適正であると認められている。 

 


